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桃の袋かけと収穫にchallenge！
梅干やジャム作りも体験

全員集合！
こんなんしよるけん！

袋は、こうやって掛けるのよ！

専⾨学校⽳吹パティシエ福祉カレッジ保育・⾷育学科の1年⽣は、平成
24年度から果樹農園で農作業と農産加⼯の体験をしています。体験先
は、⾹川県三豊市⾼瀬町にある⾃然農法により果樹を栽培している次
⽥農園です。

6⽉7⽇、早起きしてバスで農園に到着した学⽣たちは、まず、農園の匂
いと雑草の多さに衝撃を受けます。農園の⽅から、袋掛や幼果の間引き
など、桃の栽培について説明を受け、実際に袋のかけ⽅を習った後、⼀⼈
100枚ずつ袋をかけていきます。⾃然農法なので、⾍がいます。最初は、
匂いや、⾍がいることに対して、眉をひそめていた学⽣たちが、次第に作業
に集中して、静かになり、黙々と袋を掛けていきます。これが、農園の⽅が
⾔われる｢⾃然の成せる技、作業の不思議｣でしょうか。
お昼は、農園で準備された、⾃然農法で作られた材料を⽤いたお弁当
に⾆つづみ。農作業で汗をかいた後、屋外でいただく、お弁当は最⾼です。

やってると、はまります。 黙々・・・

梅の軸を取っています

材料の計量

平成24年に新設した3年制の保育・⾷育学科は、保育所や幼稚園の
現場で、⾷育指導ができる保育者の養成を⽬指しています。
最近、⾍や泥⽔を触ることができない学⽣が多くいます。草花を使った遊
びができない、興味がない、知らない、そういう学⽣が保育に携わることに
不安を抱いていました。⼀⽅で、道具がなければ、遊ぶことができない⼦ど
もが増えていることも事実です。
学⽣には、⼦ども達に草花や⾍など⾃然のことを伝えられる保育者になっ
てほしいという思いと、⾷育に携わる者として、農業の⼤切さや、農家の苦
労を知ってもらいたいという思いを持っていました。そこに、次⽥農園から話
があり、農業体験をすることになりました。

体験学習のきっかけは・・・

午後からは、倉庫に移動して梅⼲作りです。梅500ｇ、塩50ｇ、⽩ザ
ラ糖50ｇ、ホワイトリカー50ccを混ぜると⾃然に梅の果汁が出てきます。
１ヶ⽉ねかすとおいしい梅⼲の出来上がり！

６⽉26⽇、収穫の⽇はあいにくの⾬でした。桃の収穫作業はできません
でしたが、⼀⼈２個ずつ桃を摘んで、地⾯に落ちている袋拾いのお⼿伝い
をしました。再利⽤するために、使える袋と破れている袋と分けて拾います。
地⾯に落ちていた桃は拾い集めて桃ジャムにします。
外の作業が終ったら、ジャム作り。農園の⽅に習って、桃とブルーベリーの
2種類のジャムを作りました。集めた桃の⽪をむいて、ジャム作り開始！
今⽇のお昼は、サンドイッチ。⾃分で、好きな具材を挟みます。ほとんどの
野菜が、⾃然農法で作られたもので、今⽇もみんな、お腹いっぱいです！
⾷後は、｢⾷｣についての授業です。
農園の⽅から、⾷材や⾷べ物の旬について学びました。



農作業は、ほとんどの学⽣にとっては、初めての体験なので、桃
に袋掛けすることや、幼果を間引くことも知りませんでした。それが、
体験の後は、台⾵が来れば、農園に被害が出てないか、⼼配し
ていました。また、桃が⼀つ⼀つ⼿を掛けて作られることを知り、
感謝して⾷べなければいけないと思うようになります。この学⽣の
変化を⾒ていると、体験でしか学べないことがあると感じます。
この体験は、今後、⼦ども達を指導する⽴場になった時、必ず
役に⽴つはずです。
また、農業体験は共同作業が多いので、仲良しグループで作
業するのではなく、普段あまり接点のない学⽣同⼠で班を作り、
作業を通じて、相⼿を理解する、共感する気持ちを持つことがで
き、⼈間関係づくりやコミュニケーション⼒にも役⽴ってます。
植物を育てることが、今後の⽬標。プランター栽培をやりたいです。

感想・そして、これから・・・ 幼稚園で食育実習！

11⽉27⽇
三豊市⽴辻幼稚園で
⾷育実習をしました。

⼦どもたちが、嫌いな野
菜に少しでも興味をもち、
⾷べてみたいと思えるよう
にと、楽しくクイズと劇を
⾏いました。
１か⽉前からの準備は
⼤変でしたが、⼦どもたち
がとても喜んで⾒てくれ、
学⽣も笑顔でした(ʻ-ʼ*)
その後は、次⽥農園でキ
ウイ狩り。沢⼭のキウイに
⼦どもも学⽣も⼤喜び。
⼦どもたちと触れ合えた
楽しい経験となりました。

弁当の⽇の取組について
10⽉30⽇｢⾃分のために｣
11⽉21⽇｢⾃分と誰かのために｣

⾬の中の収穫

この桃をジャムに

弁当の日もやっちゃいました！

受け⼊れ先 次⽥農園 のこと

⼟に声を掛けると ⼟がよろこび、
⼟が喜ぶと実（⾝）が喜ぶ、
実（⾝）が喜ぶと、⼼が変わります。
⼼が変わると、世界が平和になります。
⼟を愛し、世界が変わる農業を⽬指して
仲間たちと頑張っています。

⾹川県三豊市⾼瀬町の温暖な気候の中で、桃、びわ、梅、
ブルーベリー、ぶどう、キウイ、レモン、⽢夏などの果樹栽培に
取り組んでいます。
1995年より、農薬、化学肥料、動物性肥料を全く使⽤し
ない⽅法で栽培を始めました。⼜、消費者団体ＳＮＮ
（秀明⾃然農法ネット）⾼松の⽀援を受け、2006年より
地元の⼤学、専⾨学校との連携で、⾷育と農業、⾃然界
から学ぶ教育を、幼児、学⽣に向けて⾏ったり、障害者の
就労⽀援の受け⼊れ等、安全な果物を届けるだけでなく、
社会に貢献できる農業を⽬指しています。
http://www.snn.or.jp/
「秀明⾃然農法ネット」ホームページ

http://www.anabuki‐college.net/afk/course/index.php
TEL（087）823‐5566 穴吹パティシエ福祉カレッジ 〒760-0021 香川県高松市西の丸町14‐10

献⽴、材料購⼊、調理、彩り・・・
毎⽇、当たり前に⾷べているお弁当。
作ってくる⼈の⼤変さや感謝の気持ちを
忘れかけていると改めて気づかされたお
弁当づくりでした。

もぎたてっ！

ジャム作り開始！

次⽥農園の次⽥さんから｢⾷｣の話

おいしそうでしょ！
⾃慢のお弁当たち。
早起きして作りました。
⾃分が作った
お弁当は最⾼！！


